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研究成果の概要（和文）：　本研究は、ハプスブルク君主国のヨーゼフ2世の治世、その啓蒙専制体制において皇帝に
よる「上からの啓蒙」と知識人による「下からの啓蒙」が交わる場所としての出版メディアに着目し、出版者の社会的
ネットワーク構造を分析することで、啓蒙専制体制の公共圏の問題を明らかにするものである。分析の対象として、と
くにウィーンで活躍した出版者の一人であるゲオルク・フィリップ・ヴーヘラーを選択した。今まで収集し、分析した
史料からいえることは、彼の出版活動がドイツ語圏各地の書籍業者やカトリック圏におけるプロテスタント支援団体、
秘密結社ドイツ・ユニオンと結びつきながら、おこなわれていたということである。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on publication media, regarding it as the place where 
“enlightenment from the top” from the emperor and “enlightenment from the bottom” from the 
intellectuals crossed, during the reign of Joseph II of the Hapsburg Monarchy. It also examines the 
problem of the public sphere under enlightened despotism by analyzing the structure of social networks in 
a publisher. As the object of my analysis, I have chosen Georg Philipp Wucherer, a publisher that played 
an active part in Vienna in particular. Based on the historical materials collected and analyzed, this 
study confirms that their publishing was tied to book supplier in the German speaking parts, the 
Protestant support group in the Catholic area, and the secret society Deutsche Union.

研究分野：西洋史
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１．研究開始当初の背景 
 筆者は本研究開始前から啓蒙専制期ハプ
スブルク君主国におけるウィーンを中心と
した言論空間に関する研究を行ってきた。啓
蒙専制期、君主は王権神授というベールを脱
ぎ捨て、自らの正当性を「公論」に委ねた。
これは、「公論」が統治者の裁定者として、
彼が専制君主なのか啓蒙君主なのかを決め
ることを意味する。公共的な問題に関して議
論し、「公論」を作り上げていく言論空間を
公共圏とするならば、公共圏は啓蒙専制とい
う政体の理解には必要不可欠な問題である。 
 これまでの公共圏研究で代表的なものを
挙げるとすれば、ボディやヴァンガーマンら
の啓蒙専制君主ヨーゼフ二世治世下のパン
フレットを分析した研究であろう (Leslie 
Bodi, Tauwetter in Wien, Wien 1995; Ernst 
Wangermann, Die Waffen der Publizität, 
Wien 2004)。1781年、啓蒙専制君主ヨーゼ
フ二世は、検閲の大幅な緩和を行い、パンフ
レットを中心とする出版ブームが起きた。ウ
ィーンで流行したパンフレットとは、通常 64
ページ以下の八折判で、10クロイツァー程度
の安い価格で、日常生活から政治に関するも
のまで様々な話題を提供する印刷メディア
である。こうした出版物は国境の垣根を越え
てドイツ語圏全域に広がっていった。しかし、
一般的にドイツ南部のカトリック地域と共
にオーストリアは啓蒙主義の観点から後進
的な地域と見なされていたこともあり、ウィ
ーンで出版されたパンフレット群が顧みら
れることは少なかった。ボディの研究はこう
したパンフレットの史料的価値を再発見し
た点で重要な役割を果たした。またヴァンガ
ーマンは、出版物、特にパンフレットが政治
闘争の中で「公開性」という政治的武器とし
て機能したと主張した。彼の研究は「上から
の啓蒙」と知識人による「下からの言論活動」
の関係性を明らかにし、オーストリアにおけ
る啓蒙専制の公共圏の解明に寄与した。こう
した流れを受けて、筆者もヨーゼフ・リヒタ
ーのパンフレット『なぜ皇帝ヨーゼフは民に
愛されないのか？』を分析し、当時のウィー
ンの啓蒙作家がヨーゼフ二世と敵対するの
ではなく、皇帝と共に改革に参加しようと試
みていたことを明らかにした。 
 しかし、啓蒙専制期ハプスブルク君主国の
公共圏の問題は、歴史学領域において未だ周
辺分野に過ぎず、十分に研究されたとはいえ
ない。特に筆者が問題としている点は、先行
研究が 18 世紀後半から拡大しつつあった啓
蒙主義のコミュニケーション・ネットワーク
を十分に考慮してこなかった点である。たと
えば、ヴァンガーマンの研究では、パンフレ
ットと政治との関係性が問題の中心を占め、
パンフレットメディア自体に対する考察や

出版メディア間の相互作用を通して生じる
情報の流通経路などに注意が払われること
はなかった。公共圏と深く関わる情報の流通
は、様々な出版メディアや書簡を通じて、一
国内に留まることなく、国境を越えて広がっ
ており、情報をめぐるコミュニケーション・
ネットワークはそれぞれの国家システム、諸
権力による統制、出版者の出版戦略などの
様々な要素が絡み合い形成されていると想
定された。そこで筆者はパンフレットなどの
出版メディアを公共圏と結びつけたボディ
やヴァンガーマンの研究を踏襲しつつ、そこ
にかけていたネットワークという視点を入
れることで、これまで「上からの啓蒙」ある
いは「下からの政治運動」という直線的なモ
デルで考察されてきた啓蒙専制体制下の公
共圏の問題を複雑な相互作用の中で問い直
す視座が提供できると考えた。 
 こうした問題意識に立って筆者は本研究
に着手する前にも、政府による情報政策や情
報伝播の問題を中心に据え、啓蒙専制下の公
共圏が政府によって垂直的にコントロール
されうるものではなく、複雑なネットワーク
回路の影響下にあったことを明らかにして
きた。しかし、こうした研究の過程で新たな
課題も発見された。コミュニケーション・ネ
ットワークにおいて、どのようにして情報が
流通し、それが国家システムからどのような
影響を受けているのかに関しては明らかに
なったが、分析した史料の性質もあり、情報
流通を担う出版者側がどういう思惑で戦略
を練っていたのかに関しては、ウィーンの限
定的な事例のみしか扱えなかった。ネットワ
ークを問題とするためには、分析対象をウィ
ーン以外にも広げる必要性があるだろう。 
 また、筆者は警察文書や会社文書などの史
料を駆使して、ウィーンの出版者ゲオルク・
フィリップ・ヴーヘラーの出版活動を明らか
にしてきたが、その過程で、多くの先行研究
がヴーヘラーを俗悪な投機的な人物として
描き、過激な出版物を販売していた理由は営
利目的であると結論づけていることに違和
感を感じるようになった。そして、この違和
感を解く鍵はヴーヘラーの持っていた社会
的ネットワークにあるという仮説を抱くに
至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ハプスブルク君主国の啓
蒙専制体制下において、皇帝による「上から
の啓蒙」と知識人による「下からの啓蒙」が
交わる結節点である、出版者の社会的ネット
ワークの構造を分析することで、啓蒙専制期
の公共圏の問題を明らかにすることである。 
 本研究で対象とするのは、ウィーンの出版
者ゲオルク・フィリップ・ヴーヘラーの社会



的ネットワークであり、特に（1）出版業者
間のネットワーク （2）ルター派プロテス
タント共同体のネットワーク （3）秘密結
社のネットワーク （4）改革不満層とのネ
ットワークを重点的に研究することで、公共
圏の問題に迫るものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、出版者ヴーヘラーの社会的ネ
ットワーク構造の確認とそのメカニズムの
解明のために、以下の調査を実施した。  
（1）ヴーヘラーと取引があった出版業者に
関する史料調査。  
（2）ヴーヘラーが勧誘したドイツ・ウニオ
ン所属会員のプロソポグラフィ調査 
（3）ウィーンのプロテスタント教会文書館
の史料調査およびヴーヘラーのルター派ネ
ットワークの解明 
 
４．研究成果 
 本研究の一番の成果は、研究期間全体を通
じて、広範に収集した史料に基づいて、ヴ
ーヘラーの宗派ネットワークの一端を明ら
かにするとともに、ドイツ・ユニオンを通
じたネットワークがウィーンにおいてある
種の思想の流通に一定の影響力を持ってい
た可能性に迫ることができた点である。 
 書籍業関連の史料では、まず、オースト
リア国立文書館でオーバーエスタライヒお
よびニーダーエスタライヒの書籍業者に関
する財務会計文書を幅広く収集した。分析
対象としていたヴーヘラーに関する史料は
ほとんど含まれていなかったが、ウィーン
で活動していた書籍業者の活動実態をはっ
きりとさせることで、間接的にヴーヘラー
の社会的ネットワークの解明に寄与するも
のと考えられる。ハンガリーのブダペシュ
ト市立文書館ではヴーヘラーと業務提携を
していたペシュトの書籍商ヴァインガンド
の会計簿等の史料を収集した。この史料か
らヴーヘラーとヴァインガンドの間でどの
ような書物のやりとりがなされていたかが
わかるとともに、ペシュトの書籍商がドイ
ツ語圏のどの書籍商と取引をしていたのか
も同時に判明した。ライプツィヒのドイツ
書籍業組合図書館ではヴーヘラーがハレの
セバスティアン・フリードリヒ・ファブリ
ツィウスに宛てた一通の書簡を発見した。
この書簡はヴーヘラーがシュヴァルツライ
トナーの会社を引き継いだときにそれを知
らせるために出されたものであるが、その
中にはルター派の教会や学校設立の話題に
触れられている。 
 秘密結社ドイツ・ユニオン関連の史料で
は、まず、この結社に所属していたウィー
ン郊外在住の靴職人たちに関する史料をオ

ーストリア国立文書館で収集した。これは
警察文書であり、異端的な発言が契機とな
り、ジャコバン派の嫌疑をかけられた靴職
人たちの調書である。彼らの証言からこう
した靴職人たちが読書を通じてカトリック
の正統教義とは異なる宗教観を抱いていっ
た様子が見てとれる。また、ウィーン司教
座文書館では、ドイツ・ユニオンと関係し
ていた聖職者に関する史料を収集した。こ
うした聖職者たちは上記の靴職人の思想形
成に深く関与していた。彼らがドイツ・ユ
ニオンであったことから、その幹部であっ
たヴーヘラーとのつながりがあったと考え
られる。ヴーヘラーの出版活動がある種の
思想の布教活動を担っていた可能性を示唆
させる。ドイツ・ユニオンやヴーヘラーの
一定の影響力についてはある程度確認がで
きたため、今後さらに史料を丹念に読み込
んでこうした関連性について論証の精度を
高めていきたい。また、ライプツィヒ市立
文書館では、ドイツ・ユニオンの幹部デー
ゲンハルト・ポットが逮捕された際の調書
を収集した。この史料を用いることでドイ
ツ・ユニオンのメンバーに関する情報がか
なり得られる。今後、この史料の分析で得
られたデータをヴーヘラーの社会的ネット
ワークの分析から判明したことと照合して
いくことで、ハプスブルク君主国だけでな
く、ドイツ語圏全域に広がっていた秘密結
社のネットワークについての考察に発展さ
せたい。 
 最後に宗派ネットワークに関する史料で
は、まずウィーンのルター派教会文書館で
ヴーヘラーが 1780 年代前半にルター派教
会で活動していた痕跡を確認するとともに、
彼が 1786 年に長老を辞任する経緯をうか
がわせる書簡を収集することができた。ま
た、ヴーヘラーがウィーンのプロテスタン
トネットワークに対して影響力を行使した
現れの一つであるヴーヘラー編纂の『賛美
歌集』の現物を確認した。ニュルンベルク
市立文書館ではウィーンでルター派共同体
を設立しようとした時におこなわれた資金
援助を請うヴーヘラーの印刷された文書を
発見した。また、このカテゴリーに前述の
ファブリツィウス宛の書簡も入れることが
できよう。 
 そのほかにもリンツのオーバーエスタラ
イヒ州立文書館でも史料調査をおこなった
が、ヴーヘラーの社会的ネットワーク解明
に直接役立つ史料は発見できなかった。 
 今まで分析した史料からいえることは、ウ
ィーンの書籍商ゲオルク・フィリップ・ヴー
ヘラーの出版活動がドイツ語圏各地の書籍
業者やカトリック圏のプロテスタント支援
団体、秘密結社ドイツ・ユニオンと結びつき



ながらおこなわれていたということである。
ヴーヘラーが 1780年代後半にヨーゼフ 2世
の啓蒙専制体制を批判するようなパンフレ
ットを多数出版していたこととあわせて考
えると、ヴーヘラーの社会的ネットワークが
ウィーンの啓蒙専制期公共圏に与えていた
影響は少なくないように思える。相互に結び
つきながらドイツ語圏全体に広がるネット
ワークを念頭に置いて出版活動を捉え直し
ていくことは、啓蒙専制体制下の公共圏につ
いて考察する上で、また今まで単なる誹謗文
書とされたものの別の側面を探求していく
上で、一つの方法となるだろう。 
 研究成果については今後学術雑誌等で公
表していくつもりである。 
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